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図 - 3  組 成 の経 時 変 化
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P―N/T―N

(注)全 :全 デ ー タ 基 :“基底
"デ ー ′ 降 :“降 雨時

"デ ー タ

デ ー タ数 COD:全 201 基 168 降 33  N:全 180 基 149 降 31  P:全 193 基 162 降 31
最 後 の 2項 目を除い てそ れ ぞ れ tot諷 量 に 対す る比 率 (組成 )を 示 して い る
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